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1:25,000 活断層図 糸魚川‐静岡構造線断層帯とその周辺 

「大町 改訂版」 解説 

 

糸魚川－静岡構造線断層帯は，長野県北部から諏訪湖付近を経由して山梨県南部にかけ

て延びる，全長約 158 km に及ぶ活断層帯である．そのうち，小谷
お た り

村から安曇野市明科
あかしな

に

至る長さ約 50 km が糸魚川－静岡構造線断層帯の北部区間とされ， 神
かみ

城
しろ

断層，松
まつ

本
もと

盆
ぼん

地
ち

東
とう

縁
えん

断層より構成される（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2015）．本図には，神

城断層の南域と松本盆地東縁断層の北端域および周辺に分布する複数の推定活断層が記

載されている． 

 

本図における神城断層は，北に隣接する「白馬岳 改訂版」図葉付近の白馬村飯森
いいもり

から

青木湖，中綱湖の東縁，木崎湖を経由して大町市白樺
しらかば

付近まで全体的に北－南方向に分岐，

並走する断層を伴いながら延びる長さ約 15 km の断層で，大局的には東の大嶺
おおみね

帯からなる

筑北
ちくほく

山地側を隆起させる東傾斜の逆断層として認定される．左横ずれ変位を伴うが，青木

湖から北では左横ずれの地形的証拠は認められない．既存図葉（都市圏活断層図「大町」

（東郷ほか，1999）及び「白馬岳・大町 一部改訂版」（廣内ほか，2017））で指摘されてい

る断層線は，今回の調査においてもおよそ，その位置や根拠が一致する結果となった．一

方青木湖より南では既存断層線の東側山中に河谷や谷壁の系統的な左屈曲，鞍部や閉塞丘

を伴い雁行
がんこう

配列する横ずれ活断層，推定活断層を新たに見出した．青木湖南岸には西側隆

起の正断層露頭が指摘されていたが（金子，1958），既存断層線の東側でこの露頭位置に

ほぼ対応する位置に，西側隆起の活断層を新たに見出した．今回新たに確認したこれらの

断層は神城断層の分岐断層と考えられ，地下で収斂
しゅうれん

すると考えられる。今回図に新たに

追加したトレンチは，信濃木崎駅南東の借
かる

馬
ま

トレンチ（Katsube et al, 2015），木崎湖南の平

トレンチ（丸山ほか，2010）がある．さらに 2017 年に東佐野で掘削されたトレンチがあ

る（国立研究開発法人産業技術総合研究所，2018）． 

本図における松本盆地東縁断層は，大町市木崎付近から同市神栄
かみさかえ

町
ちょう

付近まで，並走す

る断層を伴いながら全体的に北北西－南南東方向に延びる長さ約 5 km の東側が相対的に

隆起する特徴を持つ断層である．既存図葉では山地から平野境界に断層が認定されていた

が，大町市来
くる

見原
み ば ら

から同市神栄町の間では，より平野側（西側）に断層変位地形を見出し，

新たに活断層であると判断した． 

これらの西側の活断層による変位地形は農具
の う ぐ

川
がわ

による浸食を受けるが，一部に撓曲
とうきょく

変

形を伴う東側上がりの低崖である．断層運動によって，変位地形として東側に低位段丘が

形成されたと考えられる．また，大町市分水
ぶんずい

より北側では河谷の左屈曲が見られる．木崎

湖の南東側で，本断層は山地へ延長し，左ずれ変位が見られる神城断層の断層線に連続す
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る． 

本図の南側で南南東に流れ下る高瀬川とこれに北西から合流する旧鹿島川によって形

成された扇状地上に拡がる大町市街地の中央部付近には，南北方向に緩やかに膨らむ地形

がみられることから，新たに推定活断層を認めているが，今後精査が必要である．本図の

北東域と南西域にも推定活断層がそれぞれ分布する．長野県小川村野間から大町市万中
まんじゅう

を経て同市大藤まで北東－南西－南方向に延びる長さ約 8 km の断層は，従来から地質構

造線として認められてきた小谷－中山断層，持京断層（加藤ほか，1989）の一部におよそ

沿う形で鞍部や地形の高度不連続などを結ぶリニアメントがみられることから，推定活断

層とした． 

鹿島川扇状地には，大町市上手
わ で

付近の段丘面に沿って北東－南西方向に長さ約 1 km に

渡って，中位段丘面や山脚の下流側（南東側）が途切れつつも直線状に連続するリニアメ

ントが認められる．これらを開析する谷底に変位は見られないが，谷底は極めて若くまた

岩屑
がんせつ

供給量が多く，断層変位地形が残存していない可能性があるため，これを推定活断層

とした． 

（信州大学教授 廣内大助） 
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